教育課程　２道３
第２学年道徳指導案
　　　
１　主　　題　優しさのある勇気〈Ａ―（５）勇気〉

２　資 料 名　よこはいり（出典　明るい心）

３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

よいことを勇気をもって、主体的に取り組む姿勢は大切であり、強い意志に支えられた勇気、あるいは、優しさのある勇気こそ本物の勇気である。しかし、意志の弱さ、自己中心的な考え方などから正しいと思ったことを実行できないこともある。

そこで、自己の生活を維持・発展させるためにも、よいと思ったことを行動に移していくことが大切である。

（２）　児童の実態について

低学年の児童は、入学してから集団生活を経験し、ある程度、よいこと・悪いことを頭の中では理解ができている。しかし、意志の弱さや、自己中心的な考え、仕返しの怖さ等から実践は難しい。そこで、許すことのできない不正や無法に勇気を持って抵抗し、正しいことを愛し、大切なものを守ろうとする気持ちを育てたい。
（３）　資料について

　　　   本資料は、児童の日常生活でよく見られる一場面である。１年生のブランコを取り上げ、わがもの顔をしているという状況は多くの児童が遭遇する場面でもある。それを見つけた時の主人公の心の動きと、勇気を出して注意するようすが描かれている。これは、正義を愛し、大切なものを守るための勇気ある行動の尊さを考えるのに、ふさわしい内容である。
４　ねらい

　○　勇気ある抗議で弱者の味方をした私の気持ちを通して、不正を退け、正しいことは勇気をもって言ったり行ったりしようとする道徳的実践意欲と態度を育てる。

５　準　　備　（教）挿絵　振り返りカード　人物絵
　　　　　　　
６　指導過程

	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働き掛けと支援・留意点
	評　　　価

	導入
５

（5）


	１　弱者についての日頃の思い
について発表する。

△　みんなの弟や妹や１年生について、どんなことを感じますか。
・　生まれた妹がかわいい。　

・　通学団の班で朝泣いている
１年生がいて、かわいそう。
	○　自分より年下の子についての日頃の思いを想起させる。

	○　日常生活で弱者への愛情を感じる場面を思い浮かべることができたか。
（観察・発表）


	展開
３３
（38）
	２　本資料を読んで話し合う。
（１）教師の範読を聞く。
（２）登場人物の気持ちや行動
について考える。
	○　資料は、教師が範読する。
○　登場人物の挿絵を掲示し、そ
の場の状況を確認させる。
	○　登場人物や場面の様子を把握すること

ができたか。

（観察）

	 
	　△　おさむさんが横入りをして、１年生の子からブランコを取ってしまったのを見たとき、「わたし」はどんなことを思
ったでしょう。
・　１年生がかわいそう。
　・　おさむさんは意地悪。

　・　おさむさんが怖い。
　▲　なぜ、「わたし」が思い切って「おりなさいよ」と言ったのでしょう。
・　１年生を助けたい。
　・　怖いけど、勇気を出すぞ。
　△　もう一度「かえしなさいよ」と強く言えたのはなぜでしょう。
・　年下の１年生を守ってあ
げたいから。
・　悪いことを注意すべきだ。
△　おさむさんが走っていった後、「わたし」はどう思ったでしょう。

・　気持ちがいい。

・　正しいことが言えた。
	○　おさむの行為が不正なことであることを押さえる。
○　横入りされて困っているのが弱い立場の１年生であることを
押さえる。
○　おさむの仕返しが怖いため、

まだ注意が出来ない「わたし」
の気持ちを確認する。　
○　とうとう１年生が泣き出した

ことが勇気を出すきっかけであ

ることに気付かせる。
○　仕返しされるかもしれない相手に再度言えた理由を引き出す。
○　意見が出にくいときは、ペア
での話し合いの時間をとる。

○　勇気ある行動で、弱者の味方
をした善行の尊さ・爽やかさを
十分感得させるよう配慮する。

	○　「わたし」の気持ちに共感できたか。

        （発表・観察）

○　弱者を守ろうとす
る気持ちを高めるこ
とができたか。

　　　　（発表・観察）

○　不正を許さないと
いう気持ちを高める
ことができたか。

　　　　（発表・観察）

勇気ある行動をし
た後の爽快感を感じ
ることができたか。
　　（発表・観察）

	終末

７
(45)

	３　学習したことを振り返る。
（１）教師の説話を聞く。
（２）「勇気」について自分の考えを見つめ直す。

△　「勇気」を持って行動でき
そうかな。
	○　教師が小学生の時、特別支援の友達が石を投げられ、助けた話をする。
○　振り返りカードに書かせる。

○　「わたし」の行動をもとに「勇気」について考えることができるようにしていく。
	
　　「勇気」をもって行動することが大切だと理解できたか。
（振り返りカード）


○　板書計画

よこはいり





　わたし　　　　　　　　・こわい


　おさむ　　　　　　　　・一年生がかわいそう


一年生　　　　　　　　・おさむのいじわる


　　　　　　　　　　　　


　一年生


　





　　　　　　　・ないている一年生をたすけなきゃ


　　　　　　　・こわいけど、ゆうきを出すぞ。





　◎もういちど、


「かえしなさいよ。いけないことよ。」


と強く言いました。


　・年下の一年生を守ってあげたいから


　・わるいことをちゅういしないといけ


ないから


　　











　◎おさむが走っていったときの気持ち


　　・きもちがいい


　　・ただしいことがいえた   





　


挿絵③














挿絵②








　


挿絵①





　思い切って


「おりなさいよ。ひどいじゃないの。」


と言いました。








